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伊藤組合長の祝辞

開会の挨拶をする渡辺組合長

３
月
５
日
、峰
延
朝
取
り
野
菜
生
産

者
の
会
が
峰
延
農
協
３
階
中
会
議
室
に

て
、令
和
６
年
度
の
総
会
を
開
催
し
、来

賓（
伊
藤
組
合
長
）を
含
め
た
13
名
が
総

会
に
出
席
し
ま
し
た
。

井
上
会
長
の
挨
拶
後
、議
長
に
伊
藤

文
子
さ
ん（
峰
延
町
峰
樺
）を
選
出
し
て

議
事
を
進
め
、令
和
６
年
度
事
業
経
過・

収
支
決
算・監
査
の
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、

令
和
７
年
度
事
業
計
画（
案
）・
事
業
費

収
支
予
算（
案
）・
運
営
費
収
支
予
算

（
案
）・経
費
の
改
定
、役
員
の
改
選
に
つ
い

て
審
議
し
、全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。総

会
終
了
後
は
会
員
同
士
が
意
見
交
換
す

る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、役
員
体
制
に
つ
い
て
は
、次
の
通

り
で
す
。（
敬
称
略
）

会　

長　
　

志
水
喜
美
江（
新　

任
）

副
会
長　
　

川
端
美
智
子（
再　

任
）

会　

計　
　

佐
藤　

深
雪（　
〃　

）

監　

査　
　

神
谷　

計
子（　
〃　

）

監　

査　
　

西
尾
惠
美
子（　
〃　

）

３
月
６
日
、当
J
A
３
階
中
会
議
室
に

て
峰
延
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
生
産
組
合
が

令
和
６
年
度
総
会
を
開
催
し
、来
賓
、事

務
局
を
含
め
た
7
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

渡
辺
雅
実
組
合
長
の
挨
拶
に
続
き
、

当
J
A
の
伊
藤
組
合
長
が
来
賓
挨
拶
を

述
べ
、議
事
に
入
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
事
業
経
過
報
告・収
支

３
月
６
日
、ピ
パ
の
湯
ゆ
〜
り
ん
館（
美

唄
市
内
）に
て
峰
延
ハス
カ
ッ
プ
生
産
組
合

が
令
和
６
年
度
総
会
を
開
催
し
、来
賓
、

事
務
局
を
含
め
た
17
名
が
出
席
し
ま
し

た
。高

橋
廣
組
合
長
の
挨
拶
に
続
き
、当

J
A
の
高
田
専
務
が
来
賓
挨
拶
を
述
べ
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
事
業
経
過
報
告・収
支

決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
、令
和
７
年

度
事
業
計
画（
案
）及
び
収
支
予
算（
案
）、

経
費
の
徴
収
、役
員
改
選
、規
約
の一部
変

更（
議
事
追
加
）に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、全

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
、令
和
７
年

度
事
業
計
画（
案
）及
び
収
支
予
算（
案
）、

賦
課
金
の
徴
収
方
法
、役
員
改
選
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、全
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

峰
延
朝
取
り
野
菜
生
産
者
の
会

　
　
　
　
　
　
　

  

総
会
を
開
催

峰
延
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
生
産
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　

総
会
を
開
催

峰
延
ハ
ス
カ
ッ
プ
生
産
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　

総
会
を
開
催
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３
月
12
日
、当
J
A
３
階
中
会
議
室
に

て
こ
だ
わ
り
南
瓜
生
産
者
の
会
が
令
和

６
年
度
総
会
を
開
催
し
、9
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

熊
沢
英
征
会
長
の
挨
拶
後
、議
事
に

入
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
事
業
経
過
報
告・収
支

３
月
17
日
と
18
日
の
２
日
間
、Ｊ
Ａ
３

階
大
会
議
室
他
で
地
区
別
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。懇
談
会
は
参
集
範
囲
毎

に
、午
前
10
時
開
始
と
午
後
２
時
、午
後

４
時
に
分
け
て
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
通
常
総
会
の
開
催
に

先
立
っ
て
例
年
開
催
し
て
い
て
、令
和
６

年
度
の
事
業
及
び
決
算
結
果
と
剰
余
金

処
分
案
、令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
設

当
Ｊ
Ａ
の
役
員
Ｏ
Ｂ
で
構
成
す
る
協

栄
会
の
総
会
が
３
月
21
日
、峰
延
町
本
町

の
酒
房
た
つ
み
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
総
会
に
先
立
っ
て
、Ｊ
Ａ
会
議
室

で
役
員
会
と
監
査
を
行
い
、総
会
に
提
出

す
る
議
案
等
を
確
定
し
総
会
に
臨
み
ま

し
た
。総
会
は
会
員
９
人
が
出
席
し
、令

和
６
年
度
の
事
業
結
果・収
支
決
算
、令

和
７
年
度
事
業
計
画
案
・
収
支
予
算
案

が
原
案
通
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
に
つい
て
審
議
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。第
２
号
議
案
の
部
会

の
今
後
に
つ
い
て
、役
員
よ
り
部
会
の
解

散
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、審
議
後
、当
生

産
部
会
の
解
散
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
ま
し

た
。こ

だ
わ
り
南
瓜
生
産
者
の
会
は
、平
成

17
年
に
発
足
し
、20
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

設
立
時
の
戸
数
は
14
戸
、作
付
面
積
は
3
．

6
5
ha
か
ら
始
ま
り
、最
盛
期
の
作
付
戸

数
は
27
戸
、面
積
9
．2
4
ha
、出
荷
量
は

約
92
t
あ
り
ま
し
た
。次
第
に
生
産
者
数
、

面
積
が
減
少
し
、こ
の
ま
ま
で
は
部
会
運

営
が
困
難
に
な
る
た
め
、解
散
に
至
る
経

緯
と
な
り
ま
し
た
。令
和
7
年
度
以
降
の

集
出
荷
に
関
す
る
業
務
に
は
、当
J
A
の

青
果
部
門
で
引
継
ぎ
、取
引
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、こ
だ
わ
り
南
瓜
生
産
者
の
会

役
員
の
皆
様
に
は
、設
立
当
初
か
ら
の
会

の
運
営
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

定
、特
別
積
立
金
の
設
定・一
部
変
更・廃

止
、地
域
農
業
振
興
計
画・中
期
経
営
の

設
定
、出
資
増
口
の
実
施
、役
員
報
酬
の

支
給
、営
農
賦
課
金
の
賦
課
及
び
賦
課

方
法
、役
員
の
選
任
等
の
総
会
に
提
案
す

る
案
件
の
他
に
６
年
度
の
農
産
物
の
集

荷
結
果
と
営
農
支
援
に
関
す
る
取
り
組

み
な
ど
の
報
告
、ま
た
各
農
産
物
の
情
勢

や
各
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
各
課
長

か
ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

春
の
農
作
業
等
で
忙
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
中
、大
勢
の
組
合
員
の
皆
さ
ま
が
出

席
、日
頃
か
ら
抱
い
て
い
る
Ｊ
Ａ
事
業
運

営
上
の
疑
問
や
意
見
、要
望
等
が
多
く

出
さ
れ
て
盛
会
裡
に
終
わ
り
ま
し
た
。

懇
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見
、要
望
等
は

整
理
し
Ｑ
＆
Ａ
を
作
成
し
て
、後
日
皆
さ

ま
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
だ
わ
り
南
瓜
生
産
者
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　

総
会
を
開
催

農
協
地
区
別
懇
談
会
終
え
る

峰
延
農
協
協
栄
会
が
総
会
開
催

な
お
、役
員
改
選
に
つ
い
て
は
次
の
通

り
で
す
。（
敬
称
略
）

組
合
長　
　

有
ノ
木
一
男（
新　

任
）

副
組
合
長　

菊
池　

秀
樹（
新　

任
）

会　

計　
　

佐
久
間
富
夫（
再　

任
）

監　

査　
　

北　
　

晶
子（
再　

任
）

監　

査　
　

仲
河
砂
智
子（
新　

任
）
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日
本
穀
物
検
定
協
会
は
２
月
28
日
に

令
和
６
年
産
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発

表
し
ま
し
た
。

対
象
は
１
４
３
産
地
銘
柄
で
、最
高
ラ

ン
ク
の
特
A
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
の
は
39

産
地
銘
柄（
前
回
43
銘
柄
）で
、A
ラ
ン
ク

は
76
産
地
銘
柄（
前
回
78
銘
柄
）、A
ラ
ン

ク
は
28
産
地
銘
柄（
前
回
23
銘
柄
）と
な

り
ま
し
た
。

米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
は
全
国
の
主
な

１
４
３
の
米
を
年
１
回
、外
観
や
味
、香
り
、

伊
藤
組
合
長
が
、長
年
に
わ
た
り
農

業
振
興
や
農
協
運
動
、組
合
運
営
に
尽

力
し
、功
績
を
残
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
令

和
６
年
度
の「
農
協
功
労
者
表
彰
」を
受

け
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
受
賞
者
は
、Ｊ
Ａ
役
職

員
が
15
人
、Ｊ
Ａ
連
合
会
役
職
員
が
９
人

の
計
24
人
の
方
々
で
す
。

２
月
28
日
開
催
の
定
例
理
事
会
に
て
、

次
の
事
項
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

◇
決
議
事
項
◇

１
．
目
的
積
立
金
の
設
定
、一
部
変
更
お

よ
び
廃
止
に
つい
て

２
．
令
和
６
年
度
事
業
の
事
業
報
告
、貸

借
対
照
表
、損
益
計
算
書
、剰
余
金
処

分
案
及
び
注
記
表
の
承
認
に
つい
て

３
．
令
和
６
年
度
事
業
部
門
別
損
益
計

算
書
の
承
認
に
つい
て

４
．
令
和
６
年
度
事
業
利
益
処
分
に
係

る
出
資
配
当
及
び
事
業
分
量
配
当
の

基
準
の
決
定
に
つい
て

５
．
第
78
事
業
年
度（
令
和
７
年
度
）事

業
計
画
に
つい
て

６
．
第
12
次
地
域
農
業
振
興
計
画
・
中

期
経
営
計
画（
令
和
７
年
度
〜
令
和

９
年
度
）の
設
定
に
つい
て

７
．
営
農
賦
課
金
の
賦
課
お
よ
び
徴
収

方
法
に
つい
て

８
．
出
資
増
口
の
実
施
に
つい
て

９
．
役
員
報
酬
の
支
給
に
つい
て

10
．
役
員
の
選
任
に
つい
て

11
．
退
任
役
員
に
対
す
る
役
員
退
職
慰

労
金
の
支
給
に
つい
て

粘
り
な
ど
６
項
目
で
評
価
し
ま
す
。

北
海
道
産
の「
ゆ
め
ぴ
り
か
」と「
な
な

つ
ぼ
し
」が
特
A
の
最
高
位
を
維
持
し
ま

し
た
。「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」は
令
和
５
年
産

が
前
年
産
の
特
Ａ
か
ら
A
に
２
ラ
ン
ク
下

が
り
ま
し
た
が
、令
和
６
年
産
は
１
ラ
ン

ク
上
が
り
Ａ
と
な
り
ま
し
た
。「
ゆ
め
ぴ

り
か
」は
14
年
連
続
、「
な
な
つ
ぼ
し
」は

15
年
連
続
で
５
段
階
評
価
の
最
上
位
の

特
A
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

最
上
位
の
特
Ａ
は
前
年
産
よ
り
４
銘

柄
減
り
39
銘
柄
と
な
り
ま
し
た
。特
Ａ

が
40
銘
柄
を
下
回
る
の
は
11
年
ぶ
り
で
、

西
日
本
の
産
地
が
８
月
下
旬
か
ら
厳
し
い

残
暑
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
が
原
因
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。東
北
や
北
陸
の
産
地

で
６
銘
柄
が
ラ
ン
ク
を
上
げ
、関
西
以
西

で
16
銘
柄
が
ラ
ン
ク
を
下
げ
、東
西
で
明

暗
が
分
か
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

2
月
25
日
J
A
み
ね
の
ぶ
は
職
業
説

明
会
に
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
説
明
会
は
、

美
唄
市
内
の
企
業・事
業
所
に
よ
る
職
業

や
業
務
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
、生
徒
の
進
路
活
動
に
対
す

る
意
欲
や
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

職
業
説
明
会
に
は
、美
唄
尚
栄
高
校
の

1
年
生
と
2
年
生
の
1
1
2
名
が
参
加

し
、地
元
企
業・事
業
所
を
含
む
13
企
業

が
出
席
し
ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
、4
つ
の

地
元
企
業・事
業
所
を
選
択
し
、そ
れ
ぞ

れ
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。J
A
み
ね
の
ぶ
は
、農
業
振
興
課

の
高
倉
職
員
が
J
A
の
各
事
業
内
容
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
、生
徒
た
ち
が
J
A
の

事
業
活
動
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
機
会

を
提
供
し
ま
し
た
。こ
の
説
明
会
に
は
、

延
べ
52
人
の
生
徒
が
参
加
し
、J
A
の
取

り
組
み
や
地
域
貢
献
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
J
A
み
ね
の
ぶ
は
、地
域
の
若

者
た
ち
が
地
元
企
業
へ
の
理
解
を
深
め
、

将
来
の
進
路
選
択
に
役
立
て
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

来
賓
に
伊
藤
組
合
長
、高
田
専
務
理

事
が
招
か
れ
、Ｊ
Ａ
の
決
算
内
容
や
農
業

や
農
協
を
取
り
巻
く
情
勢
等
が
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、

久
し
振
り
に
会
い
、懐
か
し
い
話
に
盛
り

上
が
って
い
ま
し
た
。

３
月
14
日
、札
幌
共
済
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
通
常
総
会

の
席
上
で
、功
労
者
へ
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

´

´

美
唄
尚
栄
高
校

　
　
　
　
　

職
業
説
明
会
に
参
加

令
和
６
年
産
米

　
　

食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
発
表

　
　
　
　

北
海
道
２
品
種「
特
A
」

伊
藤
組
合
長
が

　

  

農
協
功
労
者
表
彰
を
受
け
る

　
　
　
　

  

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

２
月
定
例
理
事
会
開
催
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３
月
１
日
付
け
で
次
の
通
り
定
期
人

事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。（　

）は
前

職
名

・
豆
野
和
樹　

販
売
企
画
課
主
任

（
農
業
振
興
課
主
任
）

・
横
田
遥
人　

営
農
販
売
課
主
査

（
営
農
販
売
課
）

・
奥
山
翔
平（
営
農
資
材
課
）

　

令
和
７
年
３
月
31
日
付
け

令
和
７
年
度
空
知
管
内
Ｊ
Ａ
青
年
部

道
外
農
業
視
察
研
修
に
2
月
26
日
か
ら

2
月
28
日
の
2
泊
3
日
の
行
程
で
参
加

し
ま
し
た
。

初
日
の
2
月
26
日
は
、午
後
か
ら
ホ
ク

レ
ン
東
京
支
店
と
の
意
見
交
換
会
が
あ

り
、道
外
で
の
北
海
道
米
の
販
売
や
需
要

な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
移
動
し
農
政
と
J
A
グ
ル
ー
プ

に
つい
て
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、東
京
事
務
所
の
役
割
、農

業
政
策
の
動
向
と
J
A
グ
ル
ー
プ
北
海

道
の
対
応
、水
田
政
策
の
見
直
し
の
方
向

性
に
か
か
る
対
応
方
向
に
つ
い
て
の
講
義

を
聞
き
く
事
が
出
来
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

夜
は
、空
知
管
内
の
各
単
組
青
年
部
の

方
々
と
懇
親
会
を
行
い
色
々
な
お
話
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

2
日
目
は
、農
研
機
構
農
業
機
械
研

究
部
門
視
察
を
し
ま
し
た
。ト
ラ
ク
タ
ー

の
安
全
性
や
ロ
ボ
ッ
ト
A
I
な
ど
ス
マ
ー

ト
農
業
、高
能
率
と
言
っ
た
農
業
の
発
展

に
よ
り
農
作
業
事
故
防
止
や
さ
ら
な
る

当
人
に
は一日
も
早
く
職
場
に
慣
れ
担

当
業
務
に
精
通
し
一
人
前
の
Ｊ
Ａ
職
員
に

な
れ
る
よ
う
に
伝
え
て
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
指
導
、ご
鞭
撻
の
ほ
ど
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

効
率
的
を
目
指
し
た
研
究
の
現
状
を
学

び
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、全
国
J
A
青
年
部
全
国

大
会
が
あ
り
全
国
の
青
年
部
員
の
発
表

を
聞
き
各
青
年
部
の
取
り
組
み
や
課
題
、

実
績
な
ど
様
々
な
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、岩
手
県
農
協
青
年
組
織

協
議
会
の
方
と
交
流
が
で
き
他
県
の
実
態

を
聞
く
事
が
出
来
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

最
終
日
に
は
、青
年
部
全
国
大
会
で
各

表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
研
修
や
全
国
大
会
そ
し

て
違
う
単
組
と
の
交
流
を
通
し
て
た
く

さ
ん
の
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。今
回
学
ん

だ
こ
と
を
今
後
の
青
年
部
活
動
や
営
農

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大森　煌樹
おおもり　　こう き

新谷　柊翔
しんたに　　しゅうと

・
採
用
日　

令
和
７
年
３
月
１
日
付
け

・
年
　
齢　

19
歳

・
出
身
校　

岩
見
沢
農
業
高
校

森
林
科
学
科

・
出
身
地　

岩
見
沢
市

・
採
用
日　

令
和
７
年
４
月
１
日
付
け

・
年
　
齢　

18
歳

・
出
身
校　

岩
見
沢
緑
陵
高
校

情
報
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
科

・
出
身
地　

岩
見
沢
市

谷村　晃太郎
たにむら　　こう た ろう

・
採
用
日　

令
和
７
年
４
月
１
日
付
け

・
年
　
齢　

18
歳

・
出
身
校　

岩
見
沢
緑
陵
高
校
普
通
科

ス
ポ
ー
ツ
総
合
コ
ー
ス

・
出
身
地　

美
唄
市

12
．
第
77
回
通
常
総
会
の
招
集
及
び
議

案
並
び
に
総
会
参
考
資
料
に
つい
て

13
．
総
会
に
お
け
る
表
彰
に
つい
て

14
．
規
程
類
の一部
変
更
に
つい
て

15
．
信
用
限
度
を
超
え
る
資
金
の
貸
付

に
つい
て

16
．
令
和
７
年
度
余
裕
金
運
用
方
針
に

つい
て

17
．
地
区
別
懇
談
会
の
日
程
に
つい
て

18
．
組
合
員
に
よ
る
持
分
譲
渡
の
承
認

に
つい
て　

人
事
異
動
発
令

＝
職
員
採
用
＝

＝
職
員
の
退
職
＝

青
年
部
だ
よ
り
Vol.
00

空
知
管
内
Ｊ
Ａ
青
年
部
道
外
農
業

　
　
　

事
情
視
察
研
修
を
終
え
て

加
　
藤
　
藍
　
規
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2
月
5
日
か
ら
2
月
7
日
に
Ｊ
Ａ
カ

レ
ッ
ジ
に
て
行
わ
れ
た
、新
規
就
農
者
研

修
に
峰
延
青
年
部
か
ら
私
と
古
賀
君
の

2
人
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
驚
い
た
の
が
、他
の
参
加
者
が
皆

さ
ん
斜
里
や
網
走
な
ど
の
道
東
な
ど
遠

方
か
ら
電
車
や
飛
行
機
な
ど
で
来
て
い
る

こ
と
で
し
た
。参
加
者
の
研
修
に
対
す
る

意
識
の
高
さ
が
見
受
け
ら
れ
し
た
。

初
日
は
、J
A
カ
レ
ッ
ジ
講
師
の
山
田

氏
か
ら
協
同
組
合
論
及
び
農
業
情
勢
に

つ
い
て
と
実
際
に
新
篠
津
村
で
農
業
経
営

を
し
て
い
る
鈴
木
さ
ん
か
ら
農
業
経
営
の

実
践
報
告
と
い
う
内
容
で
し
た
。普
段
農

業
を
し
て
い
る
中
で
は
知
る
こ
と
の
で
き

な
い
農
協
の
あ
り
方
や
仕
組
み
、農
家
と

の
繋
が
り
を
学
び
ま
し
た
。鈴
木
さ
ん
は

指
導
農
業
士
で
、グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

も
参
加
す
る
こ
と
で
担
い
手
不
足
に
な
っ

て
い
る
日
本
農
業
の
た
め
に
と
て
も
尽
力

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、若
手
農
業
者

の
将
来
の
た
め
に
深
く
考
え
て
い
る
方
が

い
る
こ
と
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

2
日
目
は
J
A
カ
レ
ッ
ジ
講
師
の
渡
邉

和
義
氏
か
ら
農
業
経
営
の
基
礎
に
つ
い
て

の
講
義
、辻
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
オ
フ
ィ
ス
代
表

の
辻
亨
氏
か
ら
農
業
者
の
た
め
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
講
義
が
あ
り
ま
し

た
。渡
邉
氏
の
講
義
で
は
よ
り
実
践
的
で

専
門
的
な
農
業
経
営
の
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。農
業
経
営
の
規
模
拡

大
と
所
得
の
関
係
性
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
の
農
業
経
営
の
違
い
な
ど
多
く
の
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

辻
氏
の
講
義
で
は
実
際
に
グ
ル
ー
プ
内

で
の
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
が
あ
り
ま
し

た
。家
族
経
営
型
の
農
業
で
は
あ
ま
り
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
必
要
な
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、農
業
情
勢
の
変
化
が
早
い
昨

今
で
は
い
か
に
周
り
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

を
と
り
、情
報
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
て

自
分
の
中
で
整
理
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
う
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

3
日
目
は
J
A
北
海
道
中
央
会
共
同

活
動
推
進
室
主
幹
の
脇
坂
勇
亮
氏
か
ら

J
A
の
仕
組
み
と
農
協
と
は
ど
の
よ
う

な
組
織
か
と
い
う
話
を
聞
き
、組
合
員
と

農
協
の
繋
が
り
、ど
ち
ら
か
が一方
的
で
は

な
く
、お
互
い
に
協
力
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。ま
た
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
農
協
の
特
色
も
違
う
こ
と
が
わ
か
り

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

新
規
就
農
者
研
修
の
3
日
間
を
通
し

て
、こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
や
地
域
の
活

動
に
ど
の
よ
う
に
携
わ
っ
て
い
く
べ
き
か

自
分
の
中
で
目
標
や
や
る
べ
き
こ
と
が
わ

青
年
部
ポ
プ
ラ
会
が
３
月
21
日
、当
Ｊ

Ａ
会
議
室
で
第
61
回
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。令
和
６
年
度
事
業
経
過
報
告
や

令
和
７
年
度
事
業
方
針（
案
）な
ど
５
議

案
を
協
議
し
、全
て
原
案
通
り
可
決
し

ま
し
た
。

ま
た
、役
員
改
選
が
行
わ
れ
選
出
さ
れ

た
新
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

会　

長　

鈴
木　

達
也（
光
珠
内
）

副
会
長　

山
本　
　

隼（北
村
中
小
屋
）

会　

計　

有
ノ
木
宏
哉（
岩
岡
三
）

監　

査　

加
藤　

藍
規（
峰　

樺
）

　

〃　
　

野　
　

優
太（
岩　

峰
）

新
任
の
鈴
木
会
長
は「
ポ
プ
ラ
会
の
活

動
を
通
し
て
会
員
の
親
睦
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
に
、会
の
事
業
運
営
に
当
た
り
た

い
」と
の
こ
と
で
し
た
。

尊
徳
翁
は
次
の
よ
う
に
話
さ
れ
た
。暴

風
で
倒
れ
た
松
を
見
る
と
、既
に
虚
が
入

っ
て
い
て
、い
ま
に
も
倒
れ
そ
う
な
木
で
あ

っ
た
。大
風
で
破
れ
た
籬
も
、杭
が
朽
ち

始
め
縄
が
腐
っ
て
い
て
、直
ぐ
に
で
も
破
れ

そ
う
な
籬
で
あ
っ
た
。

普
通
、風
は
平
等
均
一に
吹
く
も
の
で

あ
り
、松
を
倒
そ
う
と
し
て
、あ
る
い
は

籬
を
破
ろ
う
と
し
て
、殊
更
に
一カ
所
だ

け
を
強
く
吹
く
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、風

が
無
く
て
も
倒
れ
た
り
破
れ
た
り
す
る

恐
れ
が
あ
っ
た
も
の
が
、風
を
機
に
そ
う

な
っ
た
も
の
で
し
か
な
い
。

実
は
、こ
の
世
で
起
こ
っ
た
も
の
は
、皆

そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。鎌

倉
幕
府
の
滅
亡
、室
町
幕
府
の
滅
亡
、人

の
家
の
衰
退・滅
亡
も
皆
そ
う
で
あ
る
。

（
夜
一一二
）

和
作 
範
子
さ
ん
（
87
歳
）

　

令
和
７
年
２
月
25
日

美
唄
市
上
美
唄
町
南

井
澤 

修
さ
ん
（
79
歳
）

　

令
和
７
年
３
月
８
日

美
唄
市
峰
延
町
公
園

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

か
り
と
て
も
充
実
し
た
3
日
間
に
な
り

ま
し
た
。参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
年
部
ポ
プ
ラ
会
が
総
会
開
催

新
規
就
農
者
研
修
を
終
え
て

山
　
本
　
　
　
隼

報　徳
滅びるべきものが

滅びる
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ＪＡみねのぶ　夏期営業時間（令和７年４月１日～10月31日）

▶生活店舗 … 月曜～土曜・祝日の午前９時30分～午後６時、日曜日は定休日です。
▶金融店舗
　◎ 為替振込業務 …平日（月曜～金曜）の午前９時～午後３時
▶ＡＴＭ（現金自動預払機）…月曜～土曜の午前９時～午後６時、祝日と日曜日は休みです。
▶営農資材店舗　下記の日程で、土曜日・日曜日・祝日の営業を実施しますので、皆さまのご利用をお待ち申し上げます。
　◎４月と５月の２ヵ月（４月１日～５月31日（５月５日は除く））…土曜日・日曜日・祝日は午前８時～午後４時の営業時間
　　※土曜日・日曜日・祝日の配送業務は行っておりません。
　◎６月から10月の５ヵ月（６月１日～10月31日）…土曜・日曜日・祝日は休業
　　※なお、７月・８月の連休や秋の農繁期については臨時営業を実施します。

【ご留意】

Ｊ
Ａ
み
ね
の
ぶ
の
営
業
時
間
が
４
月
か

ら
10
月
31
日
ま
で
の
期
間
、夏
期
営
業
時

間
に一部
変
わ
り
ま
す
。

各
部
署
の
営
業
時
間
は
次
の
通
り
で

す
。こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
利
用
を
お
待
ち

申
し
上
げ
ま
す
。

本部事務所(ビル2階)
金融店舗(ビル１階)
営 農 事 務 所

営 農 資 材 店 舗

精  米  所

ATM(現金自動預払機)
生 活 店 舗
給 　 油 　 所

午前9時～午後５時
午前9時～午後４時
午前9時～午後５時

休　み

午前9時～午後５時

休　み

休　み

午前９時～午後４時
＊毎週の木曜・金曜：休み
＊木曜午後１時～２時：
引取のみ受付

休　み

午前９時30分～午後６時

午前７時30分～午後７時30分 午前７時30分～午後７時

午前９時～午後６時

４～５月：午前８時～午後４時
６～10月：休み

休　み 午前９時30分～午後６時

４～５月：午前８時～午後４時
６～10月：休み

平日（月曜～金曜） 土　　曜 日　曜 祝　　日 夏
期
営
業
時
間
に
変
更
し
ま
す
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